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者に及ぼす効果についての検討が多い中､土方ら2）

は、「長期的プログラムでの教育的効果を高める

ためのプログラムの妥当性や安全管理（学習者の

健康管理を含む）・安全教育については、今後多

くの課題を解決し、プログラムの改善が必要であ

り、一般化にあたっては危険性が内在していると

いえる」とし、まだまだ多くの面からの追求が必

要であることを述べている。

したがって、児童・生徒のキャンプ中における

疲労の推移について把握することは、長期のキャ

ンプのプログラム作成やキャンプ期間中の参加者

の健康管理にとって重要であり、また、長期のキ

ャンプにおける心身の健康面からの教育的効果を

分析していくことにもつながると考える。

そこで、本稿では、長期無人島キャンプ中にお

ける参加者の健康管理面からの資料を得るため、

今回長期キャンプ中の疲労自覚症状調査を行った

ので、その変化の特徴と傾向について報告する。

なお、本研究の一部は第40回九州体育学会にて報

告した。

１．はじめに

１９８８年度より文部省は「自然生活へのチャレ

ンジ推進事業（フロンティア・アドベンチャー事

業）」を実施している。これは、「物質的な豊か

さや便利さの中で失われてきている青少年のここ

ろの豊かさやたくましさなどを取り戻すために、

大自然の中での生活原体験を提供し、青少年のこ

ころと体を育てる教育の一層の推進を図る」こと

を目的としている。

本県でも「年齢を異にする児童・生徒を、無人

島で長期の原始的な共同生活を体験させ、青少年

のこころの豊かさやたくましさを育てる」ことを

目的に「自然生活へのチャレンジ推進事業（無人

島アドベンチャー）」を同年より実施している。

この「無人島アドベンチャー」は、表ｌに示した

ように現地までの移動を含め11日間の長期にわた

るものであり、そのプログラム内容も自然生活に

近い状態で行われる。

ところで、これまでのこのような長期キャンプ

に関する調査研究は、自主性の変化')、集団生活
における配慮（社会性．相互意識化）２)、自己概
念の向上3)４)５）等といった教育的効果の面から
の報告や長期キャンプの実態6)、問題点を把握す
るための管理．運営．内容等7)の面からの報告が

多いにもかかわらず、長期のキャンプ中の健康管

理の面からの研究はみあたらない。

このように自主性の変化等長期キャンプが参加

2．調査方法

(1)鯛査対象および時期

調査対象は、平成元年度沖縄県教育委員会社会

教育課主催の「無人島アドベンチャー」に参加し

た小学生男子20人、小学生女子21人、中学生男子

12人、中学生女子10人の計63人であった。
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表１［無人島アドベンチャー」日程表'0）

颪…の蛎蝿－１ に

班
別

ス
フ

会
坦

300

６７８９１０１】1２１３１４１５１６１７１８１９２０２１２２

７月30日

(日）

各自運天港へ

迎
天
港
典
合

乗
船

出
会
い
の
巣
い

（
船
中
）

出
発

公
民
航
へ
移
動

伊
是
名
釘

伊処名

村内 見潰iと

夕
食 伊是名村

祭り見学

ス班

夕別

会ツ

蝋フ

就
洩

２

７月31日

(月）

起
床

朝
の
集
い

朝
食

出
発

単
価

伊是名村内花へ

(パスで移助）

無人島

'１志川９６へ

朋昼弁

村

式食当

フ
リ
ー
タ
イ
ム

サイト地作りH2侭

住まい作り

夕
食
単
備

ミ
ィ
ー
テ
ン
グ

タ
食

ス班

夕別

会ツ

鼠フ

就
寝

３

８月】日

(火）

起
床

朝
の
典
い

住まいづくり・トイレづくり・火づくり前夜祭

＜台風＞フリータイム

まきの磁保・物干し台・食卓づくり水泳キャンプファイ､ヤー

ス班

夕別

会ツ

鰹フ

就
寝

４

８月２日

(水）

起
床

帆
の
典
い

風めぐり探検

泉氏の具志川Ebについて脚話

＜台風＞フリータイム洞穴にて就迩体Q良

ス班

夕別

会ツ

鼠フ

就
、
巴

５

８月３日

(木）

起
床

肌
の
災
い

スポーツレク・文化財調査

(&､めぐり探検）

フリータイム洞穴にて就寝体Rn

スlUＩ

夕別

会シ

窺う

就
寝

６

８月４日

(金）

起
床

帆
の
染
い

海の幸
伊是名'1,学校キャンプファイヤー

フリータイム水泳・追い込み歯体験山の幸
との交漉会（旗'六にて8t寝体I負）

(海の幸料理法）感朗の夕べ

ス班

夕別

会ワ

蟻フ

就
寝

７

８月５日

(土）

起
床

帆
の
粟
い

１日食９１抜き自分趣コーナー

ス班

夕別

会ツ

鼠フ

就
寝

８

８月６日

(日）

起
床

朝
の
災
い 自分連コーナー（イカダ作り・ツリ・垣づくり・星の観察ばど）体験交流の喝

ス班

夕別

会ワ

鼠フ

就
寝

９

８月７日

(月）

起
床

朝
の
襲
い 潮干狩海の幸採築へ魚ツリ村祭り単（１Ｗ

村祭りフェスティバル

～ファイヤー・ストーム～

ス班

夕別

会ツ

蟻フ

就
寝

１０

８月８日

(火）

起
床

朝
の
集
い

サイト地撤収サイト地撤収・後片づけ
キャンプブァイヤー

～火を囲んで思い出を鱈ろう～

ス班

夕別

会ブ

愚フ

就
寝

1１

８月９日

(水）

起
床

期
の
災
い

閉

村

式

具志jⅡ島から
内ｲﾋﾞへ

(移動）

ら
・
へ
皿

か
名
港
移

花
迅
旧
歩

内
伊
仲
徒 [Ⅱ港へ

歩移、Ｉ

おわかれ会

→
中船

伊
是
名
発 なつかしの我が家へ－ケ

｛散解｝

解
散
式

迎
天
港
釘



金城・平良・浦崎：長期の無人島キャンプにおける児童・生徒の疲労の推移

体験できないような内容がいっぱいである。この

ような活動を通しながら参加者の交流はもちろん

地域との交流も含まれている。

調査時期は、平成元年度７月30日から８月９日

まで実施された中、特に伊是名村の具志川島（無

人島）での期間の７月30日と８月９日の二日間を

除いた９日間であった。

（２）学年別男女別各項目群の経日的変化

図１から図４は各学年男女別に各項目群のキャ

ンプ期間中における疲労自覚症状訴え率を示した

ものである。

まず小学生についてみると、３群ともにキャン

プ期間中を通して全体的に女子に訴え率の高い傾

向がみられる。３群別の訴え率では男女ともにＩ

群（ねむけとだるさ）の訴え率が高くなっている。

特に女子のＩ群の変化をみると、訴え率が25％

を越えている日が９日間の内３日間みられ、残り

の６日間についても高い傾向にある（図２）。

これは、「訴え率の一応の目安として25％を越え

ると訴えが高いとされている」のことからも女子
の訴え率が高いことがわかる。

Ⅱ群（注意集中の困難）、Ⅲ群（局在した身体

違和感）の訴え率の変化では、男子でキャンプの

前半Ⅱ群よりⅢ群の訴え率が高い傾向がみられる

（２）鯛査方法

無人島キャンプ中の９日間について、その曰の

終わりに産業疲労研究会選定の「疲労自覚症状調

べ」用紙を、班リーダーが配布、各人に記入させ

回収する方法をとった。

（３）結果の処理

参加者の疲労自覚症状を分析するにあたり、選

択率および訴え率（Ｔ）を算出した。

－項目における総訴え数(○印の総数)×100選択率＝
対象集団の人数 ＣＩＯ

その対象集団の総訴え数(○印の総数）
訴え率＝×100

項目の数×対象集団の人数（T）651

3．鯛査結果および考察

（１）「無人島アドベンチャー」の概要

キャンプは10泊11日の日程で伊是名村具志川島

で大学・高校教師、医師、養護教諭、学生を含む

34人のスタッフと63人の児童生徒の参加者で実施

された。

グループ編成は、各班７人ないし８人編成の８

グループで、各班の班付けリーダーとして大学生

1人があたった。

キャンプ生活は、テントでの就寝を含め、４日

目から６日目の３日間は洞窟での就寝も体験した。

なお、３日目、４日目には台風の接近もあり、プ

ログラムの変更を余儀なくされるというハプニン

グもあり、まさに自然の中での生活体験であった。

キャンプは「自然に親しみ、自然への理解を深

める」など５つのキャンプ理念のもと、火のおこ

し方、ご飯の炊き方、住まいづくりなどができる

ようになることなど十項目の達成目標を目指した

プログラム構成であった（表1）。

プログラムの内容は、住まい・トイレ・火づく

りからはじまり、島めぐり探検、洞窟での就寝、

文化財調査、追込み漁体験、海の幸料理法、絶食

の体験、イカダ作り、塩作り、豆腐作りなど日頃
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が、女子ではその逆に、前半Ⅱ群が高く後半Ⅲ群

が高くなる傾向がみられた。このことについては

次の訴え率の順序関係で考察する。

また、経日的変化では男女ともにキャンプの前

半に訴え率が高く、中盤では低くなり、後半に高

くなる傾向がみられる。

次に、中学生についてみると、小学生の変化と

異なり全体的に男子に訴え率の高い傾向がみられ、

特に８月３日以降男子では３群とも訴え率の高い

傾向が伺える。女子ではＩ群が他のⅡ・Ⅲ群に比

べてキャンプ期間中高い傾向を示しているのは小

学生と同様であるが、経曰的変化では曰によって

高くなったり、低くなったりの変化であるｑ

一方男子では上述のようにキャンプ５日目から

急激に訴え率が上昇し、６日目、７日目と続き、

他の学年にはみられない変化であるのがわかる

（図３）。これはプログラムの内容（肉体的作業）

が多くなっていることと、中学生男子がそれをリ

ードして率先していかなければならない役割を担

っていることが影響したのではないかと予想され

る。

（３）各項目別訴え率の経日的変化

次に、各項目群の個々の項目別に訴え率の変化

をみる。

まず項目群別にキャンプ期間中９日間の平均で

その訴え率の高い項目をあげると、Ｉ群（ねむけ

とだるさ）では、「６、ねむい（２９９影）」・

「４、あくびがでる（２２．９％）・「10、横になり

たい（１４．９影）」の３項目が高い訴え項目である。

これはねむけを中心とした睡眠不足症状が多く訴

えられており、普段の生活とは異なったテントの

中での就寝というキャンプにおける疲労の特徴を

示したものと思われる。また、２５％以上を基準に

すると訴え率では低いものの、Ⅱ群（注意集中の

困難）では「16、ちょっとしたことが思い出せな

い（14.0％）」・「13、いらいらする（13.0％)｣、

Ⅲ群（局在した身体違和感）では「23,腰がいた

い（18.5影)」・「25、くちがかわく（14.2％)」・

「22,肩がこる（13.3％)」となっており、初め

ての経験で普段の通りにいかないことや普段やっ

たことのない作業などが影響しているものと考え

られ、このⅡ群・Ⅲ群についてもキャンプにおけ

る疲労の特徴として上げられるであろう。特に、

Ⅲ群については普段の生活で健康な児童生徒に訴

えられる項目ではないことを考えるとそのことが

伺える。

特に訴えの高かったこれらの項目について、キ

ャンプ期間中の経日的変化を示したのが図５－１

～図５－３である。
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＞Ⅲ＞Ⅱ（一般型：Ⅱ－dominant）を示すが、

訴え率（Ｔ）が大の時はＩ＞Ⅱ＞Ⅲ（精神作業型

・夜勤型：I-dominant）のパターンが多くな

り、小さい時はⅢ＞Ｉ＞Ⅱ（肉体作業型：ｍ

－ｄｏｍｉｎａｎＤをとりやすくなる」としている。

一方、西部9)は疲労症状のパターン別検討の中起
児童の場合は特定のタイプの出現、集中はみられ

ないとし、順序関係によらずＩ群の訴えの多いも

のをＩ型（Ｉ群top型）、同様にⅡ型（Ⅱ群top

型）、Ⅲ型（Ⅲ群top型）およびＯ型に分類して

いるものの、今回は武藤の順序関係を採用した。

本稿での長期キャンプ中の項目群別訴え率の順

序関係をみると表２のようになる。表２からわ

かるように経曰的にちょっとした変化はあるも

のの、小学生男子、小学生女子、中学生女子で

は、Ｉ＞Ⅱ＞Ⅲの精神作業型・夜勤型もしくは

Ｉ＞Ⅲ＞Ⅱの一般型を示している。すなわち小

学生男子では８月４日、６日の二日を除いてＩ＞

Ⅱ＞Ⅲ（精神作業型・夜勤型）が優位であり、ま

た中学生女子でも８月３日、４日、７日を除いて

Ｉ＞Ⅱ＞mが優位となっている。小学生女子では

前半の４日間と最後の９日目にＩ＞Ⅲ＞Ⅱ（一般

型）を示し、残りの４日間はＩ＞Ⅱ＞Ⅲの精神作

業型・夜勤型となっている。全体的に訴え率(T）

としては少なかったことから、武藤のいう訴えの

大小に関わりなくこの３集団において全体的にⅡ

－dominat（精神作業型・夜勤型）であったこと

はキャンプ中の疲労型として上げられるかも知れ

－１３、いらいらする…１６、思い出せない

９
８
７
６
５
４
３
２
１
０
９
８

１
１
１
１
１
１
１
１
１
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図５－２Ⅱ群の訴え率の高い項目の変化

－２２，肩が凝る…･－２３，腰がいたい－２５，□が乾く

顛
笙
鋼
泊
帽
川
胞
氾
８

23.4-.-23.1
-塗:３２２．７

LｎＵ１
図５－３Ⅲ群の訴え率の高い項目の変化

（４）項目別訴え率の順序関係（各パターン別）

の経日的変化

武藤8)は、この項目群別訴え率の順序関係（パ

ターン）は「ほとんどの場合は訴え率の順序はＩ

表２長期キャンプ中の項目群別訴え率の順序関係

中女子全体

７３１ⅡⅢ

８２１Ⅲ１１

８３１ⅡⅢ

８４１ⅡⅡmＩＩⅢ

ＩⅢＩⅡⅢＩⅡⅢＩⅡⅢＩⅡⅢ

８６１ⅢⅡＩⅡⅢⅡⅢＩⅡⅡⅢ

ⅢⅡＩⅢ

ⅢⅡ１１ⅢⅡ

－３０３－

小学男子 小学女子 中学男子 中学女子 全体

７／３１① I＞Ⅱ＞Ⅲ I＞Ⅲ＞Ⅱ I＝Ⅲ＞Ⅱ I＞Ⅱ＝Ⅲ I＞Ⅱ＞Ⅲ

８／１② I＞Ⅱ＞Ⅲ I＞Ⅲ＞Ⅱ I＞Ⅱ＝Ⅲ l＞Ⅱ＞Ⅲ I＞Ⅱ＞Ⅲ

８／２③ I＞Ⅱ＝Ⅲ Ｉ＞Ⅲ＞Ⅱ Ⅲ＞Ｉ＝Ⅱ I＞Ⅱ＝Ⅲ I＞Ⅲ＞Ⅱ

８／３④ I＞Ⅱ＞Ⅲ I＞Ⅲ＞Ⅱ Ⅲ＞Ⅱ＞Ｉ I＞Ⅲ＞Ⅱ I＞Ⅲ＞Ⅱ

8／４⑤ I＞Ⅲ＞Ⅱ I＞Ⅱ＞Ⅲ Ⅱ＞Ⅲ＞Ｉ I＞Ⅲ＞Ⅱ I＞Ⅲ＞Ⅱ

8／５⑥ I＞Ⅱ＞Ⅲ I＞Ⅱ＞Ⅲ I＞Ⅱ＞Ⅲ I＞Ⅱ＞Ⅲ I＞Ⅱ＞Ⅲ

８／６⑦ I＞Ⅲ＞Ⅱ I＞Ⅱ＞Ⅲ Ⅱ＞Ⅲ＞Ｉ I＞Ⅱ＞Ⅲ I＞Ⅱ＞Ⅲ

８／７③ I＞Ⅱ＞Ⅲ Ｉ＞Ⅱ＞Ⅲ Ⅱ＞Ⅲ＞Ｉ I＞Ⅲ＞Ⅱ I＞Ⅱ＞Ⅲ

８／９⑨ I＞Ⅱ＞Ⅲ I＞Ⅲ＞Ⅱ Ⅲ＞Ⅱ＞Ｉ I＞Ⅱ＞Ⅲ I＞Ⅱ＞Ⅲ

I＞Ⅱ＞Ⅲ
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表３長期キャンプ中の各項目別訴え率の変化（影）

7／３０８／１８／２８／３８／４８／５８／６８／７８／８項 目

即
茄
巫
叩
明
叩
叩
卯
型
、

１
２
１
２
１

１
頭がおもい

全身がだるい

足がだるい

あくびがでる

頭がぼんやりする

ねむい

目が疲れる

動作がぎこちなくなる

足もとがたよりない

横になりたい
８
５
８
８
３
Ｄ
０
Ｊ
１
Ｊ

３
６
３
９
３
５
５
８
５
８

１
１
１
１
２
１

８
０
４
９
８
２
４
６
０
８

７
１
２
５
５
４
０
４
５
５

１
１
１
１
２
１

３
８
、
５
１
Ｊ
３
８
Ｊ
１

１
７
１
２
６
９
７
３
２
９

１
１
１
１

９
７
７
７
４
２
６
７
９
４

●
０
０
■
、
０
●
●
■
●

５
３
２
５
０
２
４
６
５
８

１
１
２
２
４
１

１

5.5

11.8

11.4

244

208

32.3

12.1

6.8

10.2

192

２
０
〃
２
７
Ｊ
４
５
２
３

７
９
３
６
３
８
９
６
１
６

１
２
２
３
１
１
．
１

０
０
３
４
２
８
５
６
Ｄ
Ｊ

４
４
５
８
７
３
５
２
６
８

１
１
２
１

１

“
、
”
卵
認
“
叱
叫
”
躯

１
３
１
３
２
１
１
２

●
■
■
●
●
■
●
●
●
■

１
２
３
４
５
６
７
８
９
，

群
－
０
口
△

Ｉ群平均 18.312.9１１２９．１１６．６１５．４１３．８１７．１１１６

考えがまとまらない

話をするのがいや

いらいらする

気がちる

物事に熱心になれない

ちょっとしたことが思い出せない

することに間違いが多くなる

物事が気にかかる

きちんとしていられない

根気がなくなる

１１．

１２．

１３．
Ⅱ

１４．

１５．

１６．

鱗１K
１９．

２０．

０
５
５
７
８
０
８
０
６
０

０
６
８
２
９
３
５
０
６
１

１
１

１
１

０
２
４
６
６
２
Ｊ
Ｂ
６
Ｊ

４
４
１
７
２
１
４
６
２
２

１
１

９
６
５
３
９
Ｊ
２
Ｊ
５
０

５
７
３
６
８
２
０
５
８
８

１
１
１
１

４．７

４．７

１１８

60

15,0

11.2

6.0

11.3

４．７

9.0

〃
２
５
Ｊ
２
４
５
７
６
２

４
４
６
４
５
０
６
９
２
５

１
１

8.2

114

135

4.7

108

18.4

113

183

５．３

３．４

１
０
１
８
〃
３
８
８
４

８
８
８
６
８
６
７
２
３
０

１
１

４
８
３
８
２
３
５
５
１
８

７
６
７
９
４
６
１
５
８
６

１
１
１
１
１

５
５
Ｊ
８
Ｊ
３
０
，
０
０

５
５
６
６
９
６
６
４
６
４

１
１

１

Ⅱ群平均 8３８．５7.0５．８９．７１１．３９．０１ｑ５8.0

２１．頭がいたい ４．７８．７９．３６．０１０．６８．１６．０９．３４．７

２２．肩がこる２３．４１０．８１２１１０２１０．１１１．０８．９１７．３１５．７

m２３．腰がいたい １４９２２．７２３．７２０．７１７３１７．６１４．６１８．６１６２

２４．息が苦しい 0１．３２．６３．４７．２４．７１．３７．６５．１

２５．口がかわく２２．３１３．９１２５１０．６１７８１５．９１５４１０．６８．９

２６．声がかすれる１３２．６３．４５．５７．６８．９７．６１１．９６．８

２７．めまいがする２６５．１５．９５．９１２．２４．７９．７１３０６８

群２８．まぶたや筋肉がぴくぴくする６８１．３２．１２．１４．２２．１５．５３．４５．５
２９．手足がふるえる０１．３８５２．１３．８２．７２．６１`３４．７

３０．気分が悪い ５．３５．３７２4.0１１．４２．７２．６７．２４．７
●｡●｡￣●●｡●■■●■■●●■￣●■●●●●●ｂ￣￣●●￣￣￣の￣￣￣￣￣￣▲￣--￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣｡●ＰＣ゛●Ｃ￣●●●｡●●●●■￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣■￣￣￣可Ｐ￣■｡■￣｡￣￣ＰＳＣ●■■●●￣凸●●●●●￣●●●●●●●●●￣●■｡｡●￣凸一一■白一凸■￣￣￣キー｡寺一一●￣-口｡￣￣●｡￣●■￣■●●■●

Ⅲ群平均8.1７．３８．８７ｐ10.2７８７．４１０．１７．９

全 体 1１．６９．６9.0７．３１２２１１５１０．１１２．６９．２

－３０４－



金城・平良・浦崎：長期の無人島キャンプにおける児童・生徒の疲労の推移

「25、くちがかわく（14.2％）」・「22､肩が

こる（13.3影)」となっており、キャンプ中の

自覚疲労症状の特徴としてあげられた。

（３）小学生男女および中学生女子で同様な傾向

を示し、Ⅱ－dominant（精神作業型・夜勤

型）が優位であった。また、中学生男子では、

この３集団とは違った傾向を示し、途中m-

dominant（肉体作業型）を示した。いずれ

もキャンプ中の疲労の変化として考えられた。

今回の報告は１回のキャンプ中における自覚疲

労の変化について分析したものである。したがっ

て、プログラム内容による影響をみれなかったこ

とや調査が一日の内１回であったことなど課題が

多くあり、今回の変化そのものが必ずしもキャン

プ中における自覚疲労の変化の全てではないこと

を考慮する必要があろう。幸い各小学校では「自

然教室」が実施されているし、このアドベンチャ

ー事業はいくつかの市町村に受け継がれている。

あらゆる機会を通じて、健康管理面からの教育

的効果も含め、さらに追求していく必要があろう。

ない。

次に、これら３集団とはまったく異なった変化

､を示したのが中学男子である。上述したようにこ

の集団は、各班のリーダー的存在として、あらゆ

る場面で班員をリードしていく存在である。その

ことが表２にみられるように、他の３集団とは異

なるm-dominat（肉体作業型）も出現する特異

な変化を示したことが予想される。この変化も一

種のキャンプ中における疲労の特徴として捉えて

いいのではないだろうか。

全体の平均でこの順序関係をみると、－日～二

日目がⅡ一dominant（精神作業型･夜勤型）、三

日目～五日目までI-dominant（一般型）とな

り、その後九日目までⅡ－dominant（精神作業

型・夜勤型）に戻っている。このことから全体的

にⅡ－dominHntとなっているのはキャンプ中の

寝不足状態の継続が影響していることが予想され

る。

４．まとめにかえて

参考文献以上、平成元年度に実施された沖縄県教育委員

会社会教育課主催の「無人島アドベンチャー」に

参加した小学生・中学生の男女63人について、長

期キャンプ中の疲労自覚症状調査を行った結果、

次のようなことが明らかとなった。

（１）キャンプ中の訴え率の経日的変化をみると、

小学生では男女ともに前半に訴えが高く、中

盤低くなり、終盤にまた高くなる傾向を示し

た。中学生では男女に違いがみられ、男子で

は中盤に最も訴え率が高く、女子では日毎に

高くなったり低くなったりする傾向がみられ

た。

訴え率が高かったのは小学生女子であった。

（２）各項目群の項目別にキャンプ期間中９日間

の平均でその訴え率の高い項目をあげると、

Ｉ群（ねむけとだるさ）では、「６、ねむい

（29.9影)」・「４，あくびがでる（22.9％)」・

「10、横になりたい（14.9影）」であり、Ⅱ

群（注意集中の困難）では「16、ちょっとし

たことが思い出せない（14.0％)」・「13、い

らいらする（13.0％)｣、Ⅲ群（局在した身体

違和感）では「23,腰がいたい（18.5％)」.

ｌ）平野吉直他：「長期キャンプ参加者の自主性

の変化について」、日本体育学会大会号

２）土方幹夫他：「フロンティア・アドベンチャー

による教育効果について」、日本体育大会号
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筑波大学体育科学系紀要、１１，４５－５０，１９８８
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1960
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